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༭　࣬

௾業年ষの看護ܿ੅ൢో度༆にみ̹ൢోၚと経ࡑ状ޙに関する಺査

ऎ藤࢖美子，大塚知子，中村　׫，ು谷̪͛み，澄川真਄子，田ศ久؍，ࢺ山ま̥̓，大日向輝美

ढ़ི֓ش大学༗健֓療学部看護学ش

　目的は，A大学のଔ業年࣍学生の看護技術の౸ୡ度「ᶗ」単ಠで実施できる，「ᶘ」指ಋのもとで実施
できる各Ϩϕルの౸ୡ状گと経験状گを明らかにすることである．A大学2016年度ଔ業年࣍学生48名を対
象に，「看護技術学習ϊート」から，厚生労働省（2007）が示した看護師教ҭの技術項目，小項目141項目
と大項目13項目の౸ୡ状گに関する自ݾධՁと実習経験を調査した．౸ୡ度「ᶗ」のうͪ，౸ୡしたのが
最もগない項目はʰ経管ӫཆを受けているױ者の࡯؍のࢹ఺がわかるʱであͬた．౸ୡ度「ᶘ」のうͪ，
౸ୡしたのが最もগない項目はʰ経ඓңカテーテルからのྲྀ動৯の஫入ができるʱであͬた．౸ୡ度「ᶗ」

「ᶘ」において，౸ୡ状گが௿い項目は経験状گも௿い܏向にあることがわかͬた．これらより臨地実習
ଆは経験Մೳな看護技術をߟ࠶し，教ҭ機関ଆは実習で経験のগない看護技術をந出して，学内ԋ習で行
うよう検౼する必要がある．

キーワード：看護技術教ҭ，看護技術౸ୡ度，看護実践ೳྗ

Investigation into achievement levels and experience frequencies of employing 

nursing skills among students in the final year of nursing study
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1）ŏŶųŴŪůŨ DŦűŢųŵŮŦůŵĭ ŔŤũŰŰŭ Űŧ ŉŦŢŭŵũ ŔŤŪŦůŤŦŴĭ ŔŢűűŰųŰ ŎŦťŪŤŢŭ ŖůŪŷŦųŴŪŵź

This study aims to identify the achievement levels of nursing skil ls classified into “Ⅰ: can handle 

independently” and “Ⅱį ŤŢů ũŢůťŭŦ ŸŪŵũ ŨŶŪťŢůŤŦȩĭ ŢŮŰůŨ ŵũŦ ŴŵŶťŦůŵŴ Ūů ŵũŦ ŧŪůŢŭ źŦŢų Ţŵ ŖůŪŷŦųŴŪŵź Aĭ 

as well as the experience frequencies of skill employment in clinical training. Participants were 48 students 

ŴŤũŦťŶŭŦť ŵŰ ŨųŢťŶŢŵŦ ŧųŰŮ ŖůŪŷŦųŴŪŵź A Ūů ŎŢųŤũ Űŧ 2017į ŘŦ ŪůŷŦŴŵŪŨŢŵŦť ŵũŦ ŢŤũŪŦŷŦŮŦůŵ ŭŦŷŦŭŴ Ţůť 

experience frequencies of the13 main items and 141 sub-items among the nursing skills specified by the 

ŎŪůŪŴŵųź Űŧ ŉŦŢŭŵũĭ LŢţŰų Ţůť ŘŦŭŧŢųŦ ĩ2007Īĭ ŶŴŪůŨ ŵũŦ ŏŶųŴŪůŨ ŔŬŪŭŭ LŦŢųůŪůŨ ŏŰŵŦţŰŰŬĭ ŸũŪŤũ ůŶųŴŪůŨ 

students use for self-evaluation. The item with the lowest achievement level for “Ⅰ” was ‘Observation of 

űŢŵŪŦůŵŴ ţŦŪůŨ ŧŦť ŵũųŰŶŨũ Ţ ŵŶţŦĭ Ţůť ŧŰų ȨⅡȩ Ūŵ ŸŢŴ ȦŊůūŦŤŵŪŰů Űŧ ŭŪŲŶŪť ŧŰŰť ŧųŰŮ Ţ ůŢŴŰŨŢŴŵųŪŤ ŤŢŵũŦŵŦųȧȅ 

In the achievement levels of both Ⅰ and Ⅱĭ ŵũŦ ŪŵŦŮŴ ŸŪŵũ ŭŰŸŦų ŢŤũŪŦŷŦŮŦůŵ ŭŦŷŦŭŴ ŵŦůťŦť ŵŰ ţŦ ųŦűŰųŵŦť 

with lower experience frequencies. The findings suggest that clinical training staff need to reconsider the 

ůŶųŴŪůŨ ŴŬŪŭŭŴ ŵũŢŵ ũŢŷŦ ŵŰ ţŦ űųŢŤŵŪŤŦťĭ Ţůť ŵũŢŵ ŦťŶŤŢŵŪŰůŢŭ ŪůŴŵŪŵŶŵŪŰůŴ ŴũŰŶŭť ŪťŦůŵŪŧź ůŶųŴŪůŨ ŴŬŪŭŭŴ ŸũŪŤũ ŢųŦ 

experienced with lower frequencies and have students these in seminars as part of the study. 
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Ⅰȅ͉ ̲ ͛ に

　近年の医療ڥ؀に対応するため，看護師は看護実践ೳྗ
の向上が求められている．看護基ૅ教ҭは看護の基൫とな
るೳྗをཆうものであり，ࣾ会から必要とされる看護師で
あり続けるためには，ଔ業後も自らが知識や技術を学Μで
いく自ݾ研ᮎྗが必要である．
　2007年に厚生労働省（以下，厚労省）から「看護基ૅ教
ҭにおける技術教ҭのあり方に関する検౼会報告書」１）が
提示され，ଔ業時に修得の必要な技術と౸ୡ度が示された．
この報告書をߟࢀに，A大学看護学科ではଔ業時の看護技
術౸ୡ度を示した「看護技術学習ϊート」を作成し学生に
配෍してきた．本ϊートは臨地実習終ྃ時や学年末に学生
自身が技術の౸ୡ度を自ݾධՁするものであり，自ݾ教ҭ
ྗや自ݾ研ᮎྗをཆう目的もある．
　筆者ら２）は看護基ૅ教ҭの看護技術に関して，学年別の
看護技術の౸ୡ状گを明らかにし，学内での反෮学習や臨
地実習での実践の஝ੵが看護技術の౸ୡ度にӨڹすると報
告した．また，中ڮら３）も臨地実習で実施経験のある技術
はୡ成度がߴいと報告し，ੴ川４）はଔ業時に学生が「単ಠ
で実施できる」または「指ಋのもとで実施できる」Ϩϕル
の看護技術を基ૅ教ҭで修得させるためには臨地実習での
経験がෆՄܽであると述べた．このように，看護基ૅ教ҭ
における学生の看護技術の౸ୡ状گと臨地実習での経験は
関࿈している．
　そこで，ଔ業時の学生の看護技術の౸ୡ状گと臨地実習
で看護技術の経験状گを調査し看護基ૅ教ҭを検౼する上
でのࢿྉとする ．

Ⅱȅ目　　　的

　A大学のଔ業年࣍学生の看護技術౸ୡ度「ᶗ」単ಠで実
施できる，「ᶘ」指ಋのもとで実施できる，྆Ϩϕルの౸
ୡ状گや臨地実習での経験状گを明らかにする．

Ⅲȅ方　　　法

ˍȅచય：A大学2016年度ଔ業年࣍学生48名

ˎȅ಺औ2016：ۼܢ年12月～2017年3月

ˏȅ಺औඤယ͈ࢹ成

　「看護技術学習ϊート」のうͪ，厚労省（2007）が示し
た看護師教ҭの技術の種類・大項目13と小項目141に関し
て，ଔ業時の౸ୡ度「ᶗ」単ಠで実施できる，「ᶘ」指ಋ
のもとで実施できる，これら看護技術の౸ୡ状گに関する
学生の自ݾධՁ，及び実習経験の有ແを調査した．

ːȅ分析方法

ˍ）小ࣜ目の分析

　小項目141から，౸ୡ度「ᶗ」34項目について「ᶗ」と
回答したデータを「単ಠで実施できる」とし，౸ୡ度「ᶘ」
54項目について「ᶗ」または「ᶘ」と回答したデータをซ
せて「単ಠあるいは指ಋのもとで実施できる」とし，それ
ͧれの人数とׂ合を算出した．また，これらの小項目の実
習経験について確認した．
ˎ）大ࣜ目の分析

　先ず，౸ୡ度「ᶗ」の小項目34と，౸ୡ度「ᶘ」の小項
目54を属する大項目に分けた．࣍に，大項目͝とに౸ୡ度

「ᶗ」に対し「単ಠで実施できる」，౸ୡ度「ᶘ」に対して「単
ಠあるいは指ಋのもとで実施できる」と回答した人数を合
ୡ཰を算出した．実習経験౸ۉし，小項目数でআし，ฏܭ
についても同༷にฏۉ経験཰を算出した．

ˑȅႃ理的෻ၪ

　「看護技術学習ϊート」によるデータऩ集は，実施責任
者及び分担者が口頭及び書໘で依頼した．説明後，同意す
る者は同意書と本ϊートをݤのかかる回ऩϘックスに投വ
するよう依頼した．同意の有ແは成੷に一切関係しないこ
と，提出後のఫ回は同意ఫ回書をもͬて行えることを説明
した．札幌医科大学倫理委員会の承認を得て実施した（承
認番号28-2-44）．本研究における開示すべき利益相反状態
は存在しない．

Ⅳȅࠫ　　　果

　看護技術学習ϊートの回ऩ（回ऩ཰）は，44人（91.7ˋ）
であͬた．小項目はʰ　ʱで，大項目はʲ　ʳで表記した．
ˍȅ 看護ܿ੅ൢో度ȶⅠȷのȶౙඊ́৘ঔ̧́るȷのൢో

状ޙと経ࡑ状ޙ

　౸ୡ度「ᶗ」小項目34のうͪ，90ˋ以上が౸ୡしたと回
答したのはʰόイタルサインଌ定ʱとʰスタンダード・プ
リコーシϣンに基づく手ચいʱ44人（100ˋ），h շ適なප
床ڥ؀の作成ʱとʰױ者の歩行・Ҡ৐介助ʱ43人（97.7ˋ）
などであͬた．一方，౸ୡしたと回答したのが50ˋ未ຬ
ͩͬたのはʰศث・೘ثをબ択しഉᔔの援助ʱ15人（34.1
ˋ），h 自વなഉ೘をଅすための援助 2ɦ0人（45.5ˋ）であり，
とりわけ自ݾධՁが௿い技術はʰ経管ӫཆ法を受けている
ʱ3人（6.8ˋ）であͬた．h࡯؍者のױ 災害発生時の行動ʱ
やʰインジデント・アクシデント時の報告 ，ɦh 時，チٸۓ
ームメンόーへの応援要੥ʱの項目は，౸ୡしたと回答し
たのが50ˋ以上ͩが，実習経験は20～40ˋと௿かͬた（表
１）．

ˎȅ 看護ܿ੅ൢో度ȶⅡȷのȶౙඊ̜るい͉ঐ൵の͜と́

৘ঔ̧́るȷのൢో状ޙと経ࡑ状ޙ

　౸ୡ度「ᶘ」小項目54項目のうͪ，౸ୡしたと回答した
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ଔ業年࣍の看護技術౸ୡ度別にみた౸ୡ཰と経験状گに関する調査

のが80ˋ未ຬの項目を表２に示した．中でも，h 経ඓңカ
テーテルからのྲྀ動৯の஫入ʱ8人（18.0ˋ）が最も௿く，
いでʰ気管内加࣪ʱ15人（34.0ˋ），h࣍ ೘検体の正しいऔ
りѻい ，ɦh ์ࣹઢമ࿐の๷ࢭ行動ʱ18人（41.0ˋ），h ポー
タϒルトイϨでのഉᔔ援助ʱ20人（45.0ˋ）であͬた．こ
れら5項目の実習経験は௿い܏向にあͬた（表２）．

ˏȅ看護ܿ੅の種類・大ࣜ目̮とのൢో状ޙと経ࡑ状ޙ

　大項目13のうͪ，ฏۉ౸ୡ཰がʲ2．৯事の援助技術ʳ
71.2ˋ，̡ 3．ഉᔔ援助の技術ʳ74.4ˋ，̡ ॥؀を・ٵݺ．6
੔える技術ʳ78.0ˋと௿い܏向にあͬた．一方，ಛにฏۉ
౸ୡ཰がߴかͬた項目はʲ13．安ָ確保の技術ʳ99.2ˋで

あͬた．ฏۉ౸ୡ཰がߴい項目はฏۉ経験཰もߴい܏向に
あͬた．しかし，̡ ୡ཰౸ۉॲஔ技術ʳはฏٸٹ໋ٹ．9
90.9ˋとߴいものの，ฏۉ経験཰は50.0ˋと最も௿かͬた

（図１）．

Ⅴȅࣉ　　　ख़

ˍȅ小ࣜ目のൢో及び経ࡑの状̥ͣޙみるႉ地৘ਠの状ޙ

　౸ୡ度「ᶗ」の小項目で90ˋ以上が౸ୡしたと回答した
項目は，先行研究５）と֓Ͷ一கしている．όイタルサイン
ଌ定やスタンダード・プリコーシϣンに基づく手ચい，ප
床ڥ؀の作成，ϕッドメーキンάなどは4年間の臨地実習

ນˍ　ൢో度ȶⅠȷの看護ܿ੅のൢో状ޙのুࡨບ価と৘ਠ経ࡑ
（nʹ44）

項目
単ಠで実施できる 実習経験あり

n (�) n (�)
όイタルサインが正確にଌ定できる 44 (100.0) 43 (97.7)
スタンダード・プリコーシϣン（ඪ準༧๷ࡦ）に基づく手ચいが実施できる 44 (100.0) 41 (93.2)
をつくることができるڥ者にとͬてշ適なප床؀ױ 43 (97.7) 41 (93.2)
者の歩行・Ҡ動介助ができるױ 43 (97.7) 44 (100.0)
基本的なϕッドメーキンάができる 42 (95.5) 41 (93.2)
者をंҜ子でҠૹできるױ 42 (95.5) 42 (95.5)
を実施できるࡦࢭ者を誤認しないための๷ױ 41 (93.2) 27 (61.4)
をアセスメントできる（৯行動，ઁऔ方法，ઁऔ量）گ者の৯事ઁऔ状ױ 40 (90.9) 40 (90.9)
入ཋが生体に及΅すӨڹを理ղし，入ཋ前・中・後の࡯؍ができる 39 (88.6) 40 (90.9)
清১援助を௨して，ױ者の࡯؍ができる 39 (88.6) 40 (90.9)
者が身ͩしなみを੔えるための援助ができるױ 39 (88.6) 36 (81.8)
正確に身体ܭଌができる 38 (86.4) 34 (77.3)
者の一般状態の変Խに気づくことができるױ 38 (86.4) 41 (93.2)
者の自֮症状に配慮しながら体Թ調અの援助ができるױ 38 (86.4) 32 (72.7)
入຾・ਭ຾を意識した日中の活動の援助ができる 37 (84.1) 35 (79.5)
ચ൅援助を௨して，ױ者の࡯؍ができる 37 (84.1) 39 (88.6)
をアセスメントできるݥة者の᧘ᚃ発生のױ 36 (81.8) 35 (79.5)
（者をআくױᅞ下障害のある）者の状態に合わせて৯事介助ができるױ 35 (79.5) 35 (79.5)
なことが生じた場合にはチームメンόーへの応援要੥ができるٸۓ 34 (77.3) 16 (36.4)
ըできるܭをアセスメントし，基本的な入຾をଅす援助をگ者のਭ຾状ױ 33 (75.0) 30 (68.2)
口ߢέアを௨して，ױ者の࡯؍ができる 33 (75.0) 33 (75.0)
インシデント・アクシデントが発生した場合には，଎やかに報告できる 33 (75.0) 13 (29.5)
᡺ᡦཹஔカテーテルを挿入しているױ者の࡯؍ができる 32 (72.7) 36 (81.8)
ഇ用ੑ症ީ܈のリスクをアセスメントできる 32 (72.7) 33 (75.0)
者の状態に合わせた଍ཋ・手ཋができるױ 30 (68.2) 35 (79.5)
༌ӷライン等が入ͬていないթ床しているױ者の৸ҥަ換ができる 29 (65.9) 21 (47.7)
ができる࡯؍者のױ入療法を受けているٵૉࢎ 29 (65.9) 29 (65.9)
末ধ॥؀をଅ進するための部分ཋ・᠙法・マッサージができる 29 (65.9) 36 (81.8)
災害が発生した場合には，指示に従ͬて行動がとれる 28 (63.6) 9 (20.5)
自વなഉศをଅすための援助ができる 27 (61.4) 33 (75.0)
者の状態に合わせたԹ᠙法・ྫྷ᠙法が実施できるױ 26 (59.1) 35 (79.5)
自વなഉ೘をଅすための援助ができる 20 (45.5) 16 (36.4)
をબ択し，ഉᔔ援助ができるث೘・ث者に合わせたศױ 15 (34.1) 15 (34.1)
経管ӫཆ法を受けているױ者の࡯؍のࢹ఺がわかる 3 (6.8) 19 (43.2)
ˎ本表は34項目全てを౸ୡ཰のߴい順から作成している

p50_54.indd   52 2018/03/22   9:27:33



53

藤公美子，大௩知子，中村　ԁ，鳥谷めぐみ，澄川真珠子，田畑久江，横山まどか，大日向ً美ࠤ

ນˎ　ൢో度ȶⅡȷの看護ܿ੅のൢో状ޙのুࡨບ価と৘ਠ経ࡑ
（nʹ44）

項目
単ಠまたは指ಋの
もとで実施できる 実習経験あり

n (�) n (�)
者に対して，経ඓңカテーテルからのྲྀ動৯の஫入ができるױ 8 (18.0) 8 (18.2)
気管内加࣪ができる 15 (34.0) 5 (11.4)
目的に合わせた採೘の方法を理ղし೘検体の正しいऔりѻいができる 18 (41.0) 7 (15.9)
์ࣹઢമ࿐の๷ࢭのための行動がとれる　 19 (41.0) 19 (43.2)
ポータϒルトイϨでのױ者のഉᔔ援助ができる 20 (45.0) 7 (15.9)
؆қ݂౶ଌ定ができる 25 (57.0) 20 (45.5)
਑ࢗし事ނ๷ࢭの対ࡦが実施できる 25 (57.0) 7 (15.9)
թ床しているױ者のચ൅ができる 25 (57.0) 12 (27.3)
関અՄ動域܇࿅ができる 26 (59.0) 11 (25.0)
入療法が実施できるٵૉࢎ 27 (61.0) 12 (27.3)
者をϕッドからストϨッチϟーへҠ৐できるױ 28 (73.0) 24 (54.5)
௚腸内༩ༀの投༩前後の࡯؍ができる 29 (66.0) 10 (22.7)
ແૢە作が確実にできる 29 (66.0) 13 (29.5)
意識障害のないױ者の口ߢέアができる 29 (66.0) 23 (52.3)
者のέアができるױをしているېࣦ 30 (68.0) 28 (63.6)
ഇ用ੑ症ީ܈༧๷のための自動・他動ӡ動ができる 34 (77.0) 21 (47.7)
թ床しているױ者のリωンަ換ができる 34 (77.0) 19 (43.2)
ˎ本表は54項目から౸ୡ཰80ˋ以下を，௿い౸ୡ཰順に作成している
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ଔ業年࣍の看護技術౸ୡ度別にみた౸ୡ཰と経験状گに関する調査

での経験がଟい項目とਪ࡯できる．一方，ଟくの教ҭ機関
が課題とする，床上ഉᔔや経管ӫཆ法の援助などは未経験
の学生がଟく，౸ୡ状گの௿さにӨڹしている．ં山６）ら
は経験と一人でできる技術の関࿈ੑを明らかにし，経験3
回以上で౸ୡ཰が有意にߴいと述べている．本結果も，単
ಠで実施できる項目の౸ୡ状گは臨地実習での経験に関࿈
しているとߟえる．
　しかし，臨地実習で学生が経験できる看護技術には限ք
がある現状も౿まえ，実習ଆは学生の看護技術の౸ୡ状گ
をもとに経験できる看護技術をߟ࠶し，教ҭଆは実習経験
のগない看護技術をந出し，学内でԋ習できるよう検౼す
る．経験はあるが౸ୡしたと回答しなかͬた項目，例えば
Թ᠙法・ྫྷ᠙法やഉศの援助，଍ཋ・手ཋは，臨地実習で
の実施がՄೳとࢥわれ，学生の経験を஝ੵしていく必要が
ある．反対に，未経験ͩが౸ୡ状گがߴい項目（ٸۓ時や
災害時の対応，ױ者の誤認๷ࢭなど）は，臨地実習での経
験がগない項目である．ੴ川ら４）も示したように，学生は
い͟となͬたら単ಠで行動できるとͬࢥていることが࢕
え，学内でシϛϡϨーシϣン教ҭなどを活用し経験するな
ど教ҭ方略の޻෉が必要とߟえられる．

ˎȅ大ࣜ目༆の平ోൢ޳ၚと経ࡑ状ޙ

　図１から，看護技術の大項目13のฏۉ౸ୡ཰とฏۉ経験
཰の関࿈ੑにはύターンはݟられなかͬた．しかし，̡ 2． 
৯事の援助技術ʳやʲ3. ഉᔔの援助技術ʳなど日ৗ生活援
助技術は౸ୡ状گ，実習経験共に௿い܏向にある．ๆ村７）

が「看護技術の౸ୡ཰や経験཰ͩけでは，学生が看護技術
に自信を持ͬて実践できているとは言えない」と述べるよ
うに，গなくとも知識と技術を౷合させて繰り返し実施す
ることで習ख़度も૿し，自信もҭまれていくとࢥわれる．
実習ଆと教ҭଆで共同して，日ৗ生活援助の実践を૿やし
ていくことがॏ要であるとߟえる．

ˏȅ今後の課題　

めることが看護実践ߴ教ҭྗをݾ藤８）は，看護者の自޻　
の࣭をߴめることにܨがͬていると述べており，本研究で
ѻͬた「看護技術学習ϊート」は，学生の自ݾ研ᮎྗがߴ
められるように，臨地実習での経験回数や習得時期，学内
での反෮学習回数，または看護技術に関する自信度を૊み
合わせるなど，自ݾ学習ツールとしての改編の必要ੑが示
ࠦされた．
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